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 要  旨 
近年、防犯や福祉の分野において、人の位置や移動経路を検出する技術に対するニーズが高ま
っている。特に防犯の分野において、店内で万引き犯は一般人とは異なる特徴的な行動を取ると
言われており、人の移動経路が求められれば万引き犯罪防止に有効とのことである。 
現在、屋内位置検出には様々なシステムが開発されているが、赤外線を利用した位置検出では
発信機を所持する必要がないため、他の屋内位置検出システムと比較して、防犯や福祉の分野で
はメリットが大きい。赤外検出器のひとつである焦電型赤外線センサは、小型かつ低価格なため
設置が容易である。 
 本研究では、焦電センサを用いて簡易な移動経路システムの構築および検出特性向上のための
検討を行った。 
まず、卒業論文で報告した検知エリア内／外識別アルゴリズムをもとに、22 個の焦電センサを
90cm 間隔に配置して、人の移動経路検出システムを構築した。その際、配線量を減らすためバ
スライン接続し、センサモジュールを動作制御させるため PIC マイコンを搭載した。その結果、
簡易で安価な人の移動経路を検出するシステムを実現できた。さらに、検出特性向上のため、検
知範囲の最適化や各種歩行パターンでの計測を行った。焦電センサは赤外線の変化量を検出する
ため、静止状態の検出が不可能であるが、データ処理アルゴリズムを工夫し、この問題を解決し
た。これにより検出対象が 1 人の場合は、いろいろな移動パターンでも信頼度良く移動軌跡を検
出することができた。 
一方、実用時には複数の人々を独立に追跡する必要がある。そこで、交差時識別を検討するた
め、センサの検出範囲を狭め、設置間隔を半分にして実験を行った。その結果、お互いが通過の
反対側に沿って歩いた場合は識別ができた。しかし、現実にはいろいろな歩行パターンが想定さ
れるので精度のよい検出は更なる検討が必要である。 
今後の課題としては、 
(1)センサの検出範囲と設置間隔の最適化を行い、移動経路検出システムを高精度化する 
(2)サーモパイルの利用を検討する 
(3)無線化と無電源化を検討する 
などが挙げられる。今後はこれらを実現し、本システムの実用化を目指す。 
 
